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第28次越冬観測を終えて
大 山 佳 邦
第28次南 極 地域 観測 越 冬隊 は昭 和6ユ年11月〕.1日に東 京
● 港 をeli・'・,し,・a・3・i21日1年・ ・ …1:[・に ・ ・聴 巷 ・
全 員元 気 に帰 λ'i.した.第28次 越 冬 隊 の.iこ要 な 任 務 はあ す
か観 測 拠 点 で 初 の 越 冬観 測 を 開始 す る こ との ほ か,昭 和
基地 で 新た に2つ のi・UU]ff-muil計IFIiiを始 め る こ とで あ った.
あす か て越 冬 を開 始す る に 当 って は,ま た 建 設 途 上 の 基
地 で も あ り,昭 和 越 冬組 もあ す か の 越 冬隊 員,夏 隊 員 と
共 に建 設,輸 送作 業 に従 事 し,ま す 南極 の 服 しさ を こ こ
で体 験 して か ら昭 和基 地 入 りす る こ と とな った.
基地創設以来31fl三目の越冬に入る昭和基地では 「南極
域における気候変動に関する総合研究」を新たに開始す
ることになっている.こ れは南極域における気候のなり
たちや気候変動の実態 を調へ,さ らに南極域の気候が金
地球規模の気候に及ぼす役割を解明 しようとするもので
ある,第28次隊では人気状態の年々変動,特 に雲の分布
と放射を主要課題にNOAA衛 星の1[][1像解力「や航空機観
測等により研究するものである.も う一つの研究計画
「露岩域の生態系構造の研究」は昭和基地周辺の陸.}:動
植物を対象とするもので.第28次隊ではコケ類の立地条
件に関する調査や微小動物の分布に閲する調査をラング
ホフ.デの生物観測小舎に長期滞在して実施するものであ
る,その他の研究観測では宙空系で従来から実施 してい
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る超高層現象のモニタリング、オーロラの光学観測に加
え,今 回は南極を周回させる気球実験を予定 している.
また,地 学系では自然地震の観測をテレメータによる多
点観測として開始することになっている.
2月に入ると,これまでの晴天続きとは打って変って
風の強い日が多 くなった,雪が伴なわないので視程は比
較的良く,ブ リザー ドの記録とはならないものの,砂 が
飛び,外作業が困難な日が多くなった.1月 に昭和基地
入り'して以来続けられた夏期作業は3月7日 情報処理棟
鉄骨部の塗装工事をもって一応終 「としたが,そ の後も
基地 まわりの整備作業として,11倉庫裏のデポIUの食糧
の整理 と処分.そ の他の全員作業が続けられた.
2月,3月 は強風力吹 くたびに海氷が流出し,3月始
めには基地の北,北 の浦の海氷も半ば流出する始末で,
西オングル島にある宙空のテレメータ基地への海氷ルー
トも一旦は設定 されながら,一夜のプリザー トでおんど
り島以西が吹き流されて しまうこともあった.1月 から
陸上駐機場に係留されたままのセスナ,ピ ラタスの両機
は海氷上に滑走路が取れないため,な すことなく時が経
過した,し か し3月下iリになると気温が低下し,北の浦
の海氷は安定 してきた,4月 早々に全員による滑走路の
整備が行われた,滑 走路は海氷が流失したあとの乱氷帯
のため,駐 機場からかなり離れたネスオイヤの北東方に
しか取れず,タ クシーに10分も要する位置にある.パ イ
ロットの話では国際空港なみとのことである.か くして
オングル国際空港が開港 し,4月10日テストフライトに
までこぎつけたことにより,基地内の雰囲気はかなり明
るくなった.と っつき岬への海氷ルー トは5月半過ぎに
設定 されたが,海 氷が安定 し,自由に沿岸調査が可能に
なったのは7月後半になってからであった.
7月13日太陽を迎える日は快晴に恵まれ,越 冬後半の
活動への吉兆のように思われた,事 実,9月 下旬までブ
リザー トの襲来はなく,各種の野外行動が精力的に行わ
れた.沿 岸ではラングボブデ小湊へ地震テレメータの設
置,電 磁環境モニタリング,ス カルブスネス,スカーレ
ン方面への生物調査,ラ ング生物小舎の整備他,大 陸へ
はみずほ旅行,S-16～ラングホブデ平頭山へのルー ト
設定など,毎週のように各パーティーが入れ代り出発し
て行った.
前年の10月から無人となっていたみずほ基地には1月
の引継 ぎ旅行時に無人気象観測装置を設置 した.そ の点
検 を兼ねて.8Jiと10月に旅行隊を送り,1剛嗣 こ基地の
施設やデポ品の点検 も行 った.ま た発電機の運転も試み,
みずほ温泉を再開し,)5:・Vlのないことを確認 している,
S-〕6～平頭山ルー トはラングホプデで長期滞在を始め
た場合に海氷ルー ト以外にも大陸からラングボブデに接
近するルートを確保 しておきたいと考えたからである.
途中に一 ヶ所注意すべきクレバス帯があるものの通過は
可能であった.
日の出を待 って航空機の運用も再開された.遅 れ気味
であった観測を取りもどすべ く,飛行可能な日は逃 さぬ
よう努めた.ま た昭和基地での飛行はIO月半までに切上
げ,そ の後整備してあすか観測拠点に送 り込み,あ すか
での観測飛行に備えねばならないので,特に注意 した.
昭和基地での観測は主に気水圏関係の可視,赤外の放射
観測やマイクロ波放射観測,大 気サ ンプリングなどであ
った.北 方へは定着氷縁の68°Sまで,西 方へはリーセ
ルラルセン半島の向 うまで,南方へはみずほルー ト沿や
やまと山脈にまでわたった.結局昭和基地では両機合せ
て約玉70時川運用し,10月20日をもって・.一.日.終了とした.
整備を終え,27日からあすか向けフェリー体制に入った
瓢 灘:漂篇1㌶;;具ll;1隠士■
とが出来た.
29次隊を迎える準備作業は航空隊3名.生 物班3名 の
抜けた23名で行わねばならなかった.そのさなか初めて
の試みとして,南極大陸の上空を周回させる気球実験が
行われた.南 極の夏は上空30km位には安定した東風が吹
くため,こ こに大形の気球を乗せて南極を周回させ,こ
の間に各種の観測をしようとするものであった.12月18
Bと25日に計2機 を打上げた.ガ ス注入の時の突風によ
り気球を少々傷つけたり.電源系統の不調により周回さ
せるまでには至らなかったものの,あ らかじめ予想 して
いたコースにのり,大陸周辺を3分 の1ほ ど周回してい
ることなどから.今後の実験に明るい見通しをもつこと
ができた.
この一年を振り返ってみて,越 冬前半は海氷状態が不
安定なため,野外行動がままならず,い ささか欲求不満
篇㌶ 鷺ll灘慧鷺I」筆謬 瀦 ○
を実施することができ.満足のゆ く越冬生活であった.
(筆者:第28次南極地域観測隊越冬隊長,
国立極地研究所助教授)
あすか観測拠点の越冬月次記
1.は じ め に
鮎 川 勝
昭 和32年南 極1]ft乖|1基地 に お いて 第1次 南極 地域 観 測 隊
が越 冬観 測 を開 始 して か ら3U年目 の観 測 隊 ・第28次隊 の
任 務 の 一・つ に,あ す か 観 測 拠 点(71°31'3ゲS,
24°08'17"E,海抜930.5111)にお け る 越 冬 観 測 の 開 始 が
あ った.あ す か観 測 拠 点 は,昭 和 基 地 の西 南 西 約670km,
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プ リ ン セ ス ・ラ グ ン ヒ ル ド コ ー ス ト 〔2ぴ一3ぴE付.
近)・ プ ラ イ ド湾 沿 岸 か ら約140kmの1打極 大 陸 水 床 上 に
あ り,「あ す か」 の 南 方 約40kmには 東 西 約200km南北 約
100kmに渡 るセ ー ル ロ ンダ ー ネ川 地 露 岩域 が 広 が っ てい
る.あ す か 観測 拠 点 の 建設 は,セ ー ル ロ ン ダー ネ露 岩 域
の 地 形 地 質 調 査 ・地 図作 成,周 辺 地 域 の 氷 床 形 態 ・動
態 ・明 石 調 査,氷 床 下 基盤 地形 地 質 ・地殻 構 造 調 査,調
査 対 象域 の 拡 大 化 お よ び多 点 観 測網 の 充実 化 な どの 学 術
的要 請 と.新 船 「し らせ 」 の 就 航 に よる 氷海 航 行 能 力 ・
許容 積 載 物 資量 の 増 大 な どを 背 景 と して,多 くの 関 係 者
の 努 力 で実 現化 が 計 られ て きた.
あ す か観 測拠 点 の 建 設 は.第24次 ・25次隊 の ブ ラ イ ド
湾偵 察,拠 点 建 設 候 補 地 の 選 点 な どの現 地 調 査 結 果 に基
づ き,第26次 隊 が床 而 積100nfの主屋 相〔を建 て る こ とに
よ り始 ま っ た.昭 和60年1月 ユ日が 「あ すか 」 開 設 日で
あ る.第27次 隊 で 発 電 棟 を 建 設,第28次 隊が 観 測 棟,通
路 棟,冷 凍 庫,仮 設 作.業棟,屋 外貯 油 タ ンクお よ び造 水
槽 な どを建 設 す る と同1時に,基 地内 部 の暖jJ;i　・給 排 水 ・
電 力 系 統 お よ び600W通信 機 増 設 ・イ ンマ ル→r　v卜 通 信
設 備 な どの 敷設 を行 な い越 冬体ilnを整 え た,
昭 和 基 地,み ず ほ 基 地 に次 ぐ第3の 基地 「あ す か 観 測
拠 点 」 の越 冬観 測 活動 は,こ う した年 次 作 業 を経 て 昭 和
62年2月20日に 正 式 な 越 冬成 立 宣 言 の下 に開 始 され た,
2.越 冬経過の概 要
あすか観測拠点の越冬体制確立を目指す第28次隊の夏
期 建 設 作 業 は,1111和61年12月18日よ り始 ま り,昭 利62年
2月}2日を も って終 結 した.こ の 期 間 の 輸 送 ・建 設イノll業
の 様 ∫.は、 極 地 研 ニ ュー ス79[星 合 孝 男,28次 夏 の行 動
記 録 か ら)に 詳 し く述べ られ てい る.昭 和62年2月15日,
筆 者 等 は 肉体 的 に は 疲労 困 癒 の"極'層 に あ り,精 神的 に
は初 越 冬 観 測 に臨 む 緊張 感 は 胸 を締 め 付 け,.・抹 の不 安
と,あ る種 の 勝 算 を心 に 秘 め なが ら8名 に よ る実 質的 な
越 冬生 活 を開 始 した.こ こで は越 冬経 過 の 一・断1而を紙 面
の 許 す 範 囲 で 振 り返 って み る.
2月:20日 に 正 式越 冬成 立 を宣1'iし.昭和 基 地 の 大L]】越
冬 隊 長 にそ の 旨 を伝 え る,し か しこの 時 点 で は,観 測 及
び設 営 部 門 と もに 末 だ必 ず し も越 冬休lil上が,必 要 一1一分 条
件 を満 た す 形 でtl!fre#され た と は言 い が た い 状 況 に あ った,
月 末 まで 夏 作 楽 計画 の延f聯1;1にあ る作 業U列 え ば,各 棟
暖 房 循 環 系 統 の 配管 ・フ ァ ン コ イ ル据 付 工 事,観 測機 器
整 備 据 付 ⊥lll等i.安全 な生 活 圏 を確f身1するた め の作 業
な ど を引続 き実 施 した.風 速 ・地1吹雪 と もに]月 に比 し
て 厳 しく,冬 を迎 え る た め の外 作 業は 困 難 な 日が 多か っ
た.各 種作 業 と並 行 して越 冬生 活 を円滑 に 行 うた め.r・
て 準 備 して お い た基 地 運 営 の 規則 を全体 会 議 の下 に制 定
す る 。
3月:越 冬 生 活圏 の 確 立 竹三業 は 月始 め に 一 段 落 し,各
種 観 測 活動 の 本格 化 を は か る,同 時 に基 地 の 安 全 運用 を
少 人 数 で遂 行 す るた め に 「安 全 確 認勉 強 週 間 」 を催 け 、
暗夜 期 越 え や野 外 調 査 隊 派 遣 の た め の基 地 維 持 ・保 安 体
制 の 徹底 を は か る.ユ 日 よ り懸 案 の 「世 界 気 象 機 構 」 規
準 に 準 ず る気 象通 報 〔SYNOP)　を開 始 す る.中 旬 に 越
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冬人員の半数4名 による野外調査旅行を敢行 したが,予
想以上の地吹雪の厳しさに調査行動を断念,体 制立直し
のうえ再挑戦を期する.基地観測は月末までに,ほぼ全
ての観測実施体制が整 う.
4月:観測 ・設営部門ともに安定 した活動を継続 した.
地吹雪の止絶える快晴無風日には四方八方壮大な蟹気楼
が出現する様になる.中旬に3月不成功に終った 「あす
か」～ 「LO点Jまでの野外調査旅行 を実施,所 期の目
的を達成する.基 地では出入口や脱出口の改善工夫が進
展するほか.給排気筒の安全対策,棟 内余剰空間の物品.
整理棚増設等,基 地生活の安全確保,有 効利用の促進な
どの作業を推進する.
5月:月全般に渡って地吹雪発生の少ない穏やかな天
候の 日が続いた.基地観測として,新 たに重力潮汐観測,
排水用縦穴内部温度測定などの連続観測体制が整う.天
候条件に恵まれて,基 地の天頂付近でオーロラ活動を視
認する機会が増え宙空系光学観測やアマチュア ・オーロ
ラ写真家の夜勤が活発化する.設営関係では,暗夜期を
乗切るために軽油燃料の貯油タンクへの移 し替え,灯油
燃料配備,車 輌 ・燃料棒及び屋外残置物品の最終整理整
頓 を実施する.屋 内では水耕栽培や長さ約50mの排水溝
雪洞拡幅工事などが開始され,25日には 「あすか」初の
南極大学 も開校 されるに至 り冬越えの体制が整った.太
陽は21日を最後に,北 の地平線上に昇ることはなくなっ
た.昭和基地より約10日程早いSun　set　dayであった.
6月:平穏な先月の気象状況が一変 し,初旬は越冬開
始次来最大の雪風が襲来した(瞬 間最大風速45.2m/s,
日平均風速26.8m/s).このため基地周辺の積雪が促進
した.ま た激しい雪あらしは,ボ イラー ・放送設備 ・観
測装置などに悪影響を与え不具合が多発した.故障対策,
創意工夫など日常業務のかたわら,29次隊への調達参考
意見のとりまとめを逐次開始する.20日夜から23日まで,
南極最大のお祭 ・冬至祭を催し,越冬後半の鋭気を養う
と共に太陽の再来を願って穴蔵生活のエネルギーを爆発
させる.
7月:23日に待望の太陽が63口ぶりに地平線上に出現
する.無事暗夜期を越えた安堵感をしみじみ味う.太陽
の再来で基地生活の雰囲気は一際明るくな り,各観測 ・
設営活動に躍動感が溢れる.暗夜期を越え,野 外観測行
動の準備,航 空機受入れ準備,29次隊受入れ準備等各種
準備作業とその実行が目白押しに控え,基地の維持 ・整
備を行いつつ,好 天をとらえ,競合する諸作業をいかに
実践するかの苦悩が始まる.
8月:基 地の最低気温が一48.7℃(9日),月平均気温
一27.3℃と年間を通 じ最低値を記録する,観測関係では
12点地震観測を新たに開始する他,中 旬以降,宙空系の
共役点観測キャンペインに呼応 した観測体制を敷 くなど,
4
野外観測行動開始前の基地定点観測が精力的に実施 され
る.設営関係では日照時間の増加に伴い屋外作業が活発
化する一方で,5月 以降継続実施 して きた排水溝雪洞の
拡幅工事が完了,新規に冷凍食糧仮収納雪洞庫造成作業
が始 まった.月 末にロムネエス測量基準ポール修復野外
行動を実施する.地 吹雪の間隙をとらえて実施した暗夜
期後初の野外活動である,
9月;半 月～20日間の地吹雪 日があり,外出禁止令の
頻度が多かったという印象が強い.悪天候の間隙を利用
してLル ー ト整備作業 ・第1回 セールロンダーネ調査
旅行及び航空燃料輸送旅行等の基地外活動を実施する.
基地周辺においては,29次隊夏期オペレーションに係わ
る作業や航空磁気測量へ向けての観測機器整備の開始な
どで慌ただ しさが増す.一 方宙空系のオーロラ光学観測,
設営工学系・建築物・風圧院 雪氷系・飛雪連続採集 ■
等の観測が,実 行計画をほぼ達成して終了する.°.
10月:「あすか」 まで約25kmという真近な地点で高い
地吹雪のため約1週 間停滞 していた航空燃料輸送隊が7
日にやっと帰投 した.航 空燃料 を確保し,滑走路及び駐
機場の造成作業を行 う.27日以降航空機空輸スタンバイ
体制をとったが,「昭和」から 「あすか」への空輸は,
天候に恵 まれず10月中には実施できなかった.航空機関
係の作業と併行 して,第2回 及び第3回 七一ルロンダー
ネ調査を実施する.第3回 調査においてプラット二一バ
ネ西方稜東北壁一帯に動植物生息域を発見する.天候は
必ずしも良好ではなかったが,観測 ・設営面ともに基地
外行動が増え,基地の維持と基地周辺屋外作業を少人数
で消化していかねばならない厳 しい状況が次第にあらわ
になってくる.
11月:航空機観測や野外活動の最盛期を迎えたが,天
候の全般的に悪く,ブ リザード日数は]9日間に達した.
ピラタス・セスナ2機 の航空機は,6日 に 「あすか」に
飛来し基地在住者は11名となる.以後航空機観測を最優
先する基地運営の形態をとるが,天 候に恵まれず航空機
観測の進展は遅れた.28日以降天候が好転の兆候を現し
8名の初越冬隊員
}萌 」也　 fi升 ニ ュ ーー ス8.1
たの で 安 全運 用 に留 意 しつ つ 遮 二 親 二 に 艮助 川 フ ラ イ ト
に よ る航 空 観 測 を 敢 行す る,設 営 関 係 は,航 空 機 オ ヘ
レー シ ョ ン との 兼 ね 合 い か ら慢 性 的 要hイ く足状 態 の 中 て 、
29次隊 夏 期 オ ペ レー シ ョ ンに 関連 す る 準 備作 業,基 地 引
継 ぎの た め の 準 備 ・整 備 作 業 を写≡施 した.
12月:航 空 機 運 用 の ダ イム リ ミ,ト と地1吹雪 発 生状1兄
を勘 案 し.基 地 の 生 活 時 間 帯 を昼 夜 反 転 変 更す る.】3日
に28次隊 が 計 画 した 航 空 機 矛ll用に よる 観 測 をほ ほ 達 成 す
る,19日以 後 地 図 作 成 の た め の 空 中 写 真 測 量 を29次i隊カ
メ ラマ ン搭 乗 に よ り実 施 す る.昭 和 基 地 か らの帰 投 命 令
に よ り23円か ら空 輸 体 制 を と った が.天 候 条件 が 整 わ ず
28日に昭 和 基 地へ の 空 輸 を断 念 した.ピ ラ タ ス ・セ ス ナ
両機 は,29日 未明 プ ラ イ ド湾 にて 「しらせ 」 に 無 事 揚 収
す る こ とが で きた.
航 空 機 観 測 実 施 の た め の 昼夜 反 転の 基」也運 営 は.通 ず
く 「しらせ 」 と29次受 人 れ段 取 り作 業,食!1川 間 の不 規
則 や 日中 業 務 遂行 な どか ら生 活 リ ズム に変 調 を き た し,
疲 労 蓄 積 の 傾 向 が(,こ11¥i.iに認 め られ た.航 空 機 観 測 の 「lti
隙 と撤 収 行 動 を利 用 して,セ ー1しロ ン ダー ネ山 地 か ら ブ
ラ イ ド湾 に至 る,FV)測定 を:だ施 した.
28日12:0〔〕1現地 時 間)、 「あ す か 基 地 「の 維 持 ・管
理 ・運 営 を29次隊 に 引 渡 し、 越 冬 を 交代 した.
3.お わ り に
本 稿 で は 「越 冬 月 次 記 」 と して,あ す か 観測 拠 点 の 越
冬経 過 の 一 端 を紹 介 した.「 あ す か 」 の 年 に は 報告 す
一'一 ～
べ き'」橡 が さら に 多 く.今 後 資 「.;整理 の 進IJミを 待 って 農
会 あ る こ と に報 告 して い くこ と とした い.小 規 模 越 冬観
1!il」あ 間 莇 をII貯}㌃完 遂 しえ た 今,.・意1.㌧〔心 の 思 い の 初越 冬
て あ った こ とを 静 か に111hみしめ て い る.
・筆 者:第28次 「}1伺;」山峡 観 測 隊 越 冬IIIU隊1.と.
同L":輝堆 研`究所ll.fJ教授1
第29次夏隊行動記
佐 藤 夏 雄
第29次南 極 地 域 観{!1|1隊は 、 初 め て の 女性 隊 員 が 参 加 す
る こ と もあ り,出 発前 か ら近 年 にな く社 会 に 広G:1乏適 さ
れた.隊 の 編 成 は 夏 隊15名.越 冬隊37名1町拝 「1基土山27名,
あす か 観 測 拠 点10名1のft!"測隊 員 と オブザ ー バ5名,交
換 科 学 者3名(米 国 】名,「11」1.]2名」 で あ る.
昭 和62年11月]9日,観測 隊 は 「しらせ」 に 乗 船 し[11'iUU
埠 頭 を 出港 した.赤 道 を越 え て 、 西 オー ス トラ リ ア ・フ
lJ－マ ン トル湾 に'":くまで は .体JJfi,.り「,hfitifL"f」,　「し
らせ 人学 」 な ど を行 い な が ら船 旅 を楽 しむ と と も に.オ
ゾ ンソ ンデt';・の 船 ヒ観 測 を'」2施Lた.
12月3日,パ ー ス 「i本人学 校 の生1,[達に 見送 ら れ,
路 「}1極に|h]:tて出港 した.出 港 後は,直 前 に.せま っ た南
極 夏期 作 業 のli糾i二値 や打.合せ 等 て ノく変 忙 し くな っ た.気
温 や 温 水が 日..・日 と下 が って い くな か の 暴 風 圏 で は,1(}
数年 来実 施 で き なか った 海 洋 停 船 観al1」を実 施 し た.12Ji
17日,「し らせ 」 は プ ラ イ ド湾 に 着 い た.太 陽 が 沈 まな
いJ'L夏の 南 極で は あ るが.　lllfj囲は.・面の 氷 の1117界で あ る.
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プ ラ イ ド湾 で の 主 な オペ レー シ ョン は,「 あ す か 観 測 拠
点 」 に お け る 第2回 目の 越 冬 に必 要 な物 資 輸 送,雪 上 車
整 備,航 空 測 量,セ ー ル ロ ンダ ー ネ地 学 調 査 等 で あ る,
厳 しい 作 業 で あ った が,天 候 に も恵 ま れ,計 画 は 全 て 実
施 す る こ とが で きた.さ ら に,昭 和 基 地 の 氷 上滑 走路 が
悪 化 し,着 地 が 危 険 で あ る との 知 らせ が あ り,「あ す か 」
に 駐 機 して い た 航 空 機2機 は プ ラ イ ド湾 に て 「し らせ 」
に収 容 した.12月30日,第28次 あ す か越 冬 隊 員 を 「し ら
せJに 収 容 し,海 底磁 力 計 を投 入 した 後,「 しらせ 」 は
昭 和 基 地 へ 向 か った.
昭和63年1月2日.ラ ン グ ホ プ デ の長 頭 山 が 見 え る 位
置 よ り,昭 和 基 地 へ の 第1便 が 飛 ん だ.同 日昼 頃 に 、
「し らせ 」 は 見 晴 ら し岩 沖 に 接 岸 した .昭 和 基 地 付 近 の
海 氷 は近 年 に な く悪 化 して お り,「 し らせ 」 周 辺 の 氷 厚
は80㎝程 度 し か なか っ た.氷 状 が 不安 で あ る た め,ヘ リ
コ コ プ ター に 搭 載 が 不 可能 な2ト ン以 上 の 重 量物 は,接
岸 日の夜 半 まで に氷 上 輸 送 で 陸 上 まで運 ん だ.昭 和 基 地
へ の輸 送 量 は ,燃 料420キロ リ ッ トル,重 量 物的]50トン,
観 測 ∫設 営 機 器 約380トン で あ る が.]月12日 まで に,
全 て の輸 送 を終 了 させ る こ とが で きた.昭 和 基地 に お け
る,夏 期 期 間 の 最大 の オペ レー シ ョ ンは大 規模 な 建設 作
業 で あ る.多 目的 大 型 ア ン テ ナ(直 径11メー トル)を 第
30次隊 よ り稼 動 させ る た め に,第29次 隊 で は 大 型 ア ンテ
ナ 基 礎 工 事(直 径16メー トル,最 大 高 さ4メ ー トル),
衛 星受 信 棟 建 設 〔120nf),送電 線 ラ ッ ク工 事,発 電 機 の
オ ーバ ホ ー ル(3機)等 を夏 期 に 実施 しな け れ ば な らな
い.こ の 全 作 業 量 は約1.000人目分 で あ る.観 測隊,「 し
ら せ」 支 援 の 可 能 で あ る作 業 量 の 限 界 に近 か っ た.こ の
オ ペ レー シ ョ ンは,国 内 で の準 備 段 階 か ら 最 も頭 を痛 め
た 問題 で あ っ た.と に か く,解 決 方法 は作 業手 順,作 業
配 置,.日程 等 を綿 密 に練 り,観 測 隊 と 「し らせ 」 と が 団
結 して作 業 に 取 り組 む しか な か っ た.こ の 大作 業 も,本
田 「し らせ 」 艦 長 をは じめ乗 員 の 強 力 な支 援,第28次 隊
の 協 力,そ し て,第29次 隊 員の 頑 張 りで,】 月31日まで
に は全 て を完 成 させ る こ と がで きた.ま た,こ の 作 業 と
平 行 して,み ず ほ旅 行,ラ ング ホ プ デ.ス カ ー レン,ス
カ ル ブ ス ネス 等 へ の野 外観 測 も順 調 に実 施 で きた.
昭和 基 地 で の夏 期 作 業完 了 を祝 っ て 開 か れ た 「打 上 げ
パ ー テ ィJで 飲 み交 わ した 酒の 味,そ して,長 い 間力 を
合 わせ た 越 冬 隊 員 との 別 れ の辛 さは 一生 心 に残 る思 い 出
で あ った.
「し らせ 」 は2月5日 に リュ ッオ ・ホ ル ム 湾 を離 れ,
2月7日 に は,プ ライ ド湾 に て 調 査 を終 え た セ ー ル ロ ン
ダ ー ネ地 学 調 査 隊 を収 容 した.海 底 磁 力計 の揚 収,海 底
地 形 調 査 等 を実 施 した 後,2月14日 に 「し らせ」 は ソ連
マ ラ ジ ョジ ナ や 基 地 沖 に 停 泊 した.こ こで,1ii空系 隊U,
地 学 ・生 物 調 査 隊 員 を 送 り出 し.ま た,地 学 ・生 物 調 査
隊 は2月18日 か らア ム ンゼ ン湾 リ ーセ ル ・ラ ルセ ン山 麓
に調 査 地 域 を移 した.2月22日,野 外 観 測 は全 て 終 了 し
た.ヘ リ コ プ ター の 防 錆 作 業 を終 了 した 後,「 し らせ 」
は ア ム ンゼ ン湾 を発 ち,今 次 隊 か ら開始 され た,南 極 大
陸 を約3分 の1周 す る 東 航 〔東経158度ま で)海 洋 観 測
を実 施 した.3月10日 に は 日本 の 観測 隊 で は初 め て の 南
磁 極 点 を通 過 した,以 降,海 洋 観 測 を実 施 しつ つ北 上 し,
3月20日に オ ー ス トラIjア ・シ ドニ ー湾 に 初寄 港 した.
3月27日,第28次 越 冬 隊員 と一 緒 に空 路 に て(夏 隊 は 今
年が 初 め て)成 田空 港 に帰 着 した.
最 後 に,第29次 夏 期 行動 は,1人 の ケ ガ もな く,計 画
どお り全 て を実 施 す る こ とが で きた こ と に対 し,本 田
「しらせ 」 艦 長 を は じめ ,乗 員 の 方 々,第28次 越 冬 隊 員.
国 内で 準 備 段 階 か ら支 えて 下 さ った関 係 者,御 家族 の皆
椥 ・心・・感謝・たします・ ●
嘩 者:第29次南極地域観測隊夏隊長,
国立極地研究所助教授)
チリ南極観測隊への同行による
超高層物理観測
小 野 高 幸
キ ング ジ ョー ジ 島 は 南 極 半 島 の 北 端 よ り さ らに120km
ほ ど北 側 に 位 置 す る さ しわ た し80km程度 の 島 で あ る.こ
の島 で は チ リ,ア ルゼ ンチ ン,ウ ル グア イ,ブ ラジ ル,
ポ ー ラ ン ド,ソ 連,中 国 そ して 韓 国 と,現 在8ヶ 国 に よ
る南 極 観 測 活 動 が 行 な われ て お りさ しず め 南 極 銀 座 とい
った 賑 わ い を見 せ て い る場 所 で あ る.昭 和63年1月8日
よ1〕2月16日まで の40日間,チ リ南 極 観 測 隊へ 交換 科学
者 と して 同 行 し,キ ン グ ジ ョー ジ島 マ ー シ ュ基 地 に 滞在
して 超 高 層 物 理 観 測 を行 な った.こ こ で は マ ー シ ュ基地
にお け る 観 測 の 経 緯 並 びに キ ン グ ジ ョー ジ島 各 国 基 地の
様鰍 ㌫
。、飛。立。たチ,。。。。。。。プ@
エルトモントを総山する約4時 間の飛行の後,プ ンタア
レナスに到着.休 む暇も与えられず今度はC-130ハーキ
ュリーへ乗り換えて2時 間半を猛烈な騒音の中で過すこ
ととなる.1月8日 午後7時 過,や っとマーシュ基地へ
到着 した.マ ーシュ基地は南緯約62'に位置する.真夏
の昭和基地やアイスランドの経験から,ポ カポカと暖か
い気候を予想していたが思いの外日差 しは弱 く,正直い
って大変寒いというのがマーシュ基地の第一印象であっ
た.
今匝1携行 した観測機はNNSS衛星電波を用いた電離
層電子密度ゆらぎの観測装置で電波研 〔現在通信総合研
究所)の 小川忠彦氏の協力を得てでき得る限 り小型で無
調整で動作'dbf能である様ラップ トップコンピュータや小
型のデータ処理}1置を用いて新たに開発 したものである.
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つまりマーシュ基地の設備や環境条件等の情報が極めて
少ないため,電 源 と最低限の設置スペースさえあれぱ何
とかなる観測機を,と いう事で作成された.お かげで今
回の観測ではスター トしてから2月]3日に終了するまで
トラブル無 しに安定 した観測を継続することができた.
マーシュ基地はその活動の全てがチリ空軍の管理下に
置かれている.か といって軍事施設らしきものは無い、
空港にはレーダ設備 も無いため視界が悪いとC-130は着
陸できないそうだ.丁 度人口100人程度の小 さな村で港
と空港を持ち,村 の住人がほとんど軍人で空軍の司令官
が村長さんの役割 を持っているといった印象である.司
令官のバスチアス氏の話では今年の越冬人口は130人で
このうち家族が14世帯(子 供が26人)を予定 しているそ
うである.基地の存在理由の中に占める南極観測の比重
は極めて小さく,越冬人口中の6-7人 が気象定常観測
並びに電離層定常観測要員ならびにその家族にあてられ
ているのみである.
マーシュ基地に隣接 してソ連のベリンシャウゼン基地
30分も歩けばウルグアイのアルチガス基地や中国の長城
基地を訪問する事ができる.こ れらの基地は日頃から交
流が活発で,筆 者の滞在中にもウルグアイ基地主催のサ
ッカー大会やマーシュ基地主催のパーティーが開かれて
はお互いの友好 を深める努力がなされていた.日 夜を徹
して建設,輸送,引 継ぎ作業を行なう昭和基地の夏と比
べて,何 とのんびりしているものかと感心 させられた.
しかしながらマーシュ基地空港では滑走路の整備作業が,
また対岸では韓国の現代社による新基地建設が,多 数の
作業員を投 じて突貫工事で進められており,夏季に限ら
れる南極での建設作業の困難さは南極半島といえど同じ
様である.
さてキングジョージ島で質的に最 も高い科学観測を行
なっているのが中国長城基地である事は衆目の一致する
所の様だ.筆者が滞在中に話をする事のできた旅行者,
報道関係者等は皆中国基地の内容の高さや,合理的な運
営を実に高 く評価 していたものである.ま た筆者の観測
マ ー シ ュ基 地:モ」'し・}節度 ひベ リ ンシ ャウ ゼ ン基 地 を望 む
機器について興味を持ち最も熱心に質問 をしてきたのも
中国の科学者や技術者であった.科 学観測に対.する熱意
以外に,南 極における活力を支える技は無いとい う事を
更めて感得した事は,今 回の交換科学者派遣で得た最大
の収獲の 】つであったと確信 している次第である.
〔筆者:国立極地研究所超高層物理学
第一一研究部円助手1
第30次観測隊員候補者の冬期総 合訓練
第30次南極観測隊に係る冬期総合訓練は,3月7日 か
ら3月12日まで長野県乗鞍高原において,48名の隊員候
補者等が参加 して行なわれた,
今回の訓練は従来の訓練期間より1日延長 し,雪上車
等の運転訓練,雪 中における各種の訓練 を充実させ,ケ
ガもなく順調に全日程を終了 した,こ の間隊員相互の協
力や意志の疎通など,観測隊の始動に向}ナて大きな成果
を挙げた.
・峰
繍 晰
冬期訓練 風;設
第28次越冬隊 ・第29次夏隊帰国
今 年 か ら越 冬 隊 と夏 隊 が 一.・緒 の 航 空機 で 帰 国す る こ と
に な った 南 極 地域 観測 隊 は,大|ll佳邦28次越 冬 隊 長以 下
37名1,イ左藤 夏 雄29ミ朱夏|隊長1丈下 ユ7名くこ員 力{1畦事3月27日
成 田 空 港 に任 務 を遂行 し帰 国1した.
空 港 に は,家 族 ・関 係 者 多 数 が 出 迎 え,あ ちこ ちに 再
会 の 喜 びの 輪 が 出 来 た.
な お,し らせ は オー ス トラ リア 〔シ ドニ ー)経 由 で4
月12日.東京 港 晴 海 埠週'{に帰 港 した.
南極観測隊便り
一 第29次隊の近 況一
昭 和 基 地12月3日11二 後,最 終便 のヘ リ コプ タ ー は,越
冬隊 員 の 見 送 る中,氷 山 の彼 方へ と 去 っ た,ラ ン グ ホ ブ
デ に 滞在 中 の 神 田 ・」く谷 ・」」1:・三Lの4人 を除 く23名
の越 冬 生 活 が 始 ま っ た.夏 期 オペ レー シ ョ ン中の 騒 々 し
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さとはうってかわって,基 地内は急に静まり返った,設
営面では,残 された夏期建設作業の仕上げ ・後かたづけ
を全員作業で終らせ,越 冬体制確立のための準備が進め
られた.観 測関係では,前 次隊から引 き継ぎをうけた項
目に対する習熟や,新 しく持込んだ機器の組立て調整が
慌ただ しく行なわれたが,各 部門とも順調に観測を開始
した.ラ ングホブデに滞在中の生物調査隊4人 も海氷が
成長するまで基地との往来はできないが,全 員元気に観
測 を続けている.
生活面でも越冬中の諸規則や日常業務の役割分担が決
められ全員で基地の生活を支えている.ま た,基地で最
も怖い火災に備えての訓練 も行ない,隊 員全員に注意を
喚起した,
1月中旬より拡がったオングル島周辺の開水面は,2
月末にはさらに広がって海氷の端々では波 しぶきをあげ
ていたが,3月 に入り少しつつ結氷し始めているがまだ
まだ不安定である.雪 が少なく,強風が吹いてもブリ
ザー ドにならず,基地中に砂塵をまき上げている,
あすか観測拠点:2月10日午後,矢 内 ・米沢 ・下田 ・奈
良岡 ・藤田の5名 よりなるS,　il期限石調査隊は,セ ール
ロンダーネ山脈南部へのルー ト工作に出発 した.しかし,
幅10m程のクレバスが無数に走る巨大なクレバス帯に阻
まれ,南 下を断念 した.一旦引き返 し,別ルー トを通っ
て2月25日標高2700mのナンセン氷原に達することがで
き,こ こで明石予備調査を実施 し,明石を採集 し,3月
5日 にあすか観測拠点に帰投 した.3月24日には,矢
内 ・神 ・河内 ・白田 ・奈良岡の第皿期1環石調査隊が,出
発 したが,降 雪量が多 くしかも強い地吹雪のため5日 間
のブ リザード停滞の後断念 し,4月4日 あすか拠点に帰
投 した.あ すか拠点到着以来,調 査旅行等に明け暮れ全
員揃 うことも稀だったが,よ うや く10名全員の基地での
生活に入った.あ いかわらずブリザー ドの 日が多く,気
象観測等に障害を与えている.
また,ブ リザードにより各棟の非常口,デポ物資,榛
等が埋没したが,懸 命に除雪をすすめ,す べての出入口
を何 とか確保している.
昭和63年度国立学校特別会計予算の概要
昭和63年度予算は昨年]2月28日に政府案が決定された
が,減 税問題 をめぐり4月2日 の臨時閣議で8日 間とい
う過去最短の暫定予算となった.新 年度に入って暫定予
算が閣議決定,成 立というのは初めてのことであり,本
予算は自然成立前の4月7日 可決成立 した.
昭和63年度予算は,財政が依然として極めて厳 しい状
況にあることから,前年同様歳出の徹底した見直 し,節
減合理化を基本方針として編成 されている.
国立学校特別会計においては,政府全体の一般歳出が
対前年度の1.2%の微増の中で,文 部省は教育研究水準
の維持向上を図るため3,3%増となっている.こ のよう
な状況の中で当研究所の国立学校特別会計予算の概要は
次のとお りである。
1.組織及び定員の整備
行政改革の基本方針堅持の厳 しい状況の中にあって,
次のとお り整備が認められた.
資料系 オーロラ資料.部門 助手1名
2.研究,観 測機器の整備充実
「深層氷床掘削機(3年 計画)」が新たに認められ古
気象の復元とその変動を解明するため,2000m深のボー
リングを目ざすことになった.そ の他大型特別機械設備
で も,「画像データ自動検索装装置C2年 計画 が新た
に計上・れた・また・・和61年度・・・ ・… 国庫・ ■
務負担行為により進められている 「多目的衛星データ受
信システム(3年 計画の第3年次)が 計上され,本年度
からの観測に向け準備を進めることになった.
3.共同研究の推進
「東クイーンモー ドランド地域雪氷,地学多重解析」
他4件 の特別共同研究経費が引続き計上された,
4.極地関係資料等の整備
「南極陽石の分類整理等経費」「極地資料収集調査費」
「特別研究報告出版費」が引き続き計上された.
5.観測機器等の研究内容
「ポーラパ トロールバルーンの研究開発」他2件 につ
いて前年に引続いて経費が計上された.
以上が研究所の主な予算であるが,この他に学術研究
経費,運 営事務費等が計上されている,
氏
所
名
属
招へい期間
研 究 課 題
外国人研究者の紹介
㌫ ㌫1騙 ㌫ ント博士 ●
外国人研究員
オーストラリア南極局主任研究員
昭和63年3月1日一昭和63年6月30日
海氷域の微細藻類の分類とその生態学的
研究
くト ー 案 内 一 ◇
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人 事 異 動(63.4,1)
新 宮 職 名 氏 名 旧 官 職 名
管理部長 山 口 博 治 事業部長
事業部長 益 田 壽 岩手大学経理部長
管理部庶務課長 大和田 和 平 鳴門教育大学総務部庶務課長
〃 会計課課長補佐 嶋 田 康 夫 管理部会計課総務部庶務係長
〃 庶務課人事係長 江 羅 茂 東京大学庶務部人事課
〃 会計課総務係長 長 坂 悦 朗 管理部会計課用度第二係長
〃 会計課用度第一係長 梅 木 川 敷 ク 会計課総務係総務主任
〃 会計課用度第二係長 伊 藤 明 夫 〃 会計課用度第一係長
事業部観測協力室設営第二係長 石 沢 賢 二 事業部観測協力室設営総括係
〃 観測協力室設営総括係 加 藤 凡 典 第九管区海上保安本部
警備救難部船舶技術課管理係
束京医科歯科大学経理部長 大 川 仁 管理部長
東京外国語大学教務課長 野 田 鼻 管理部庶務課長
富山繭船高等専門学校会計課長 川 崎 清 一 〃 会計課課長補佐
東京大学地震研究所人事掛長 青 木 稔 〃 庶務課人事係長
第十管区海上保安本部鹿児島航空基地整備士 黒 水 茂 明 事業部観測協力室設営第二係長
岡山大学 正 富 一 孝 図書室
観測隊月例報告(1～2月)
昭和基地
1月2日第一便が飛来したあ と,し らせは見晴 し沖の
定着氷に接岸 した.接岸後直ちに物資輸送が開始され,
12日中に全ての物資が陸揚 げされた.そ れに並行し昭和
基地では28次,29次両隊による各種夏期作業,各部門の
引 き継ぎ等があわただしく行なわれた.ま た,1月6日
～11日迄は,朝 日計画村山隊のッインオッター機が昭和
基地(Sl6)に飛来 し,話題を提供 した.
2月に入ると28次隊から29次隊へ正式に越冬が交代 し,
28次隊は帰国の途へついた.人 口の減 った昭和基地では
夏期作業の仕上げ,消火訓練等の越冬生活へ向かっての
準備が進められた.それ迄好天に恵まれていた昭和基地
も2月半ばから幾度かの大 きな天気圧の洗礼を受け,基
地 と大陸との間の海氷は流失 し文字通 りのオングル海峡
となり,氷山が行 き来している状態である.
観測報告
気水圏:定常 ・研究とも順調に経過している.1月7日
には,みずほ旅行隊が出発 し各種観測,無 人気象観測装
置の設置等を終え,19日に昭和基地に帰着 した.
宙空1定 常 ・研究とも順調に経過 している.
生物 ・医学:ラ ングボブデでの生物調査は]月 中に28次
9
隊から29次隊に引き継がれ,現在29次隊員4名 により観
測が続けられている.
設営報告
機械:大 きな作業としては,1月 に200KVA発電機3
台のエンジンオーバーホールが行なわれた.そ の他ケー
ブルラック:[事,　IOOke水槽の掃除等を行 った.
建築 ・土木:衛星受信棟の建設,大 型アンテナ基礎工事
が行なわれた.
通信:2月 に基地電話交換機をこれまでのクロスバー式
から電子式の交換機に変更 した.
あすか観測拠点
28次越冬隊が昭和基地へ向かったあと.あ すか観測拠
点では29次隊によより越冬生活の準備がブリザー ドのな
か進めめられた.と同時に2回 にわたりセールロンダー
ネ山地の地学調査が行なわれた,
観測報告
2回の七一ルロンダーネ山地学調査が実施され,限 石
探査では最大46kgのコンドライトを含む合計336i固の損
石を集収 した.その地気水圏 ・富突の観測 もブリザー ド
による静電ノイズに悩まされなが らも順調に経過 してい
る.
設営報告
越冬生活にそなえ,各 棟の非常口の改修等の観測拠点
屋内外の整備作業を行った.
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Meantemp.)　 〔℃)
最 高 気 温(Max.temp.)〔 ℃)
最 低 気 温(Min.temp.)〔 ℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Meanpressure,　sea　leveD　〔mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　〔mb)
平 均 相 対 湿 度 　 (Meanrelativehumidity)　〔%
平 均 風 速{Mean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.　 wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ]0・min.　mean)　〔m/s)
瞬 間 最 大 風 速 　 (Gust)　(m/s)
平 均 雲 量 〔Meancloudcever)　(1/10)
快 晴 日 数 　(Number　of　e]ear　days)
昭 和 基地
(Syowa:89532)
1月(Jan.)
一 〇
.1
5.5
-7 .7
992.1
4.2
69.0
4.6
26、3〔3.NE)
332〔5、NE)
6、2
4
2月(Fed、)
一3
、2
0.7
-9
.4
986、1
あす か観 測 拠 点
〔Asuka:89524)
1月(Jan.)
一7
、3
-2
.9
-15
.6
879,3
2月(Fed.)
一12 .4
-3
.3
-23
.8
871.1
(statien　pressure)
2.9
60
7.211.413.9
30.e(28.ENE)22.6(4,ESE)25.8(2().ESE>
4L1(28,ENE)26.9(4,ESE)32.6(20,ESE)
6.9
2
●
【極地豆事典】
PPB　(ポー ラ ー ・パ トロ ー ル ・バ ル ー ン)
∫受鞘 一 門 '・葦
南極上空の風 系は,冬 から夏にかけて,平 均風速
]80km/h.風速分散士43km/hの強 く激 しい偏西風から,
平均風速25kn1/h,風速分散±IOkm/hの弱 く安定 した偏
東風へ と急激に変化する.こ の落ち着いた偏東風が存
在する時期(11月末より]月)に 昭和基地より放球さ
れた気球 は,南緯70度沿いの南極大陸外周を約22日間
かけて西回 りに一周 し.再びllis和基地に戻ってくると
期待される.こ の気球に様々な観測器を搭載すれば,
極域の種々の物理量 を非常に長期間に渡って観測でき
ることになり,又,こ の気球を複数個,同 緯度上に浮
かべれば,同 質の観測点を異なる経度上に同時に複数
個 保 有 で き る こ と とな り,極 域 の,オ ー ロ ラ を含 む 諸
現 象 を解 明 す る 上 で 画 期 的 な こ と と な る.こ の よ うな
計 画 はPPB　(ポー ラ ー ・パ トロ ー ル ・バ ル ー ン)計 画
と呼 ば れ,昭 和59年度 よ り開 発 が 始 め ら れ た.昭 和62
年 度 に は.第28次 南 極 観 測 隊 に よ り,昭 和 基 地 にお い
て,2機 の 気球 の周 回 飛翔 テ ス トが 行 な わ れ た.2機
と も周 回 を す る まで に は至 らな か っ た も の の,そ の 航
跡 は予 想 さ れ る周 回軌 道 に 非常 に良 く沿 っ て い るこ と
が確 認 され た.
PPB計 画 を成 功 させ る た め に は,通 常 の 大 気 球 実験
とは 異 な る,特 別 の技 術 的 な項 目の 開 発 が 必 要 とさ れ
る.ま ず 第1に.長 期 間気 球 を 一 定 高 度 に保 持 し続 け
る オー トバ ラ ス トシ ス テ ム で あ る.高 度 を モ ニ ター す
る精 密 気 圧 計の 出力 が あ らか じめ 設 定 して お い た あ る
レベ ル を越 え る と,ス イ ッチが 働 き,バ ラ ス ト(重 り)
を落 と し,全 体 の 重 量 を軽 くす る.こ の シ ス テ ム の 開
発 は 既 に終 了 して い る.第2は,長 時 間 デ ー タ取 得 シ
ス テ ム で あ る.こ れ に は3通 りの 方 法 が 考 え られ る.
1つ はNOAA衛 星 を経1」コして デ ー タ を取 得 す る ア ル
ゴス シ ステ ム,2つ 目 は,地 上 の受 信 局 に リア ル タ イ
ム で デ ー タ を伝 送 す る シ ス テ ム,3つ 目 は,長 時 間記
録装 置 を搭 載 し,こ れ に記 録 し,周 回 して 戻 って き た
時 に コマ ン ドに よ り再 生 させ デ ー タ を取 得 す る シ ス テ
ムで あ る.こ の う ち ア ル ゴ ス シ ス テ ム の 利 用 が 現 在 最
も信 頼 性 の 高い 方 法 で あ る が,他 の2つ の 方 法 も考 慮
す る必 要 が あ る.
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